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斎戒の一番の目的は、アル･バカラ章の斎戒についての節々の、最初の節で見つける事が出来ます。
　；183. 信仰する者よ，あなたがた以前の者に定められたようにあなたがたに斎戒が定められた。恐らくあなたがたは主を畏れるであろう。；雌牛章(アル･バカラ)2:183

アッラー[image: image1.emf]

を崇拝する事の恩恵は、彼を崇拝した人々に戻って来るとイスラームは教えています。アッラー[image: image2.emf]

は私達の服従から利益を受けられる事もなければ、私達の邪悪さから損害を受けられる事もありません。なぜなら彼はアル=ガニー(アッラー[image: image3.emf]

の御名の一つ)、何も必要とされない満ち足られる御方であられるからです。ハディース･クドゥシーの中で、アッラー[image: image4.emf]

は仰いました。「我が僕たちよ！　最初から最後までの全ての人間と全てのジン(精霊)が、完璧なアッ=タクワー(篤信の念･畏れ)を持っていたとしても、我が王国に何一つとして加える事はできません。そして最初から最後までの全ての人間と全てのジン(精霊)が、完全な罪人であったとしても、我が王国から何一つとして減らす事はできません。」
イスラームにおける崇拝の目的は、アッ=タクワーの一つであるアッラー[image: image5.emf]

への服従に、私達の魂を慣らす事です。聖クルアーンは、幾つかの機会にこれについて述べています。アッラー[image: image6.emf]

がハッジ(巡礼)について教えられている時、彼は仰っています。
；37. それらの(犠牲として屠殺し供えた)肉も血も，決してアッラーに達する訳ではない。かれに届くのはあなたがたの篤信〔タクワー〕である。……；巡礼章(アル･ハッジ)22:37
アッ=タクワーは、私達がアッラー[image: image7.emf]

から受け取る事ができる最高の贈り物です。現世と来世において、信仰者達にとって最も素晴らしい所有物です。アッラーの御使い[image: image8.png]&)



と彼の教友達[image: image9.png]


と信仰者達の中の正しい者達は、アッラー[image: image10.emf]

に近づきアッ=タクワーを手に入れるために、この日まで一生懸命奮闘します。金曜礼拝、ラマダーン、夜明け前の、アッラー[image: image11.emf]

の御慈悲の時、彼らはこれらの祝福された時から恩恵を最大限に得ようと、いつも最高の状態でいました。そして彼らはアッ=タクワーを得るために、お互いにいつも励ましあっていました。
アッ=タクワーを欲する者は、彼らの心の中からこの世の執着を取り去るべきですが、一部の信仰者達はアッ=タクワーを求めるために、社会から離れ山中や洞窟に住まなければならないと、思い誤っている事は真実です。ウマル･イブン･アル=ハッターブ[image: image12.png]


が、エルサレムに旅をした事がかつてありました。砂漠は暑く、彼は喉が渇いていました。彼は一人の老いたキリスト教徒の女性に会いました。彼女は、彼に飲むための水を幾らか与えてくれました。彼がなぜこの様な荒れ果てた場所に住んでいるのかと彼女に尋ねた時、彼女は神に近づきたいから世界と関係を断ち隠棲していると彼に話しました。ウマル[image: image13.png]


は、彼女にムスリムになるよう勧めました。彼女は信仰を変えるにはあまりにも年を取り過ぎたと返事をし、そして彼女が薄く白い髪を現した時、彼は彼女が本当にとても年を取っているに違いないと気が付きました。この女性は生涯に渡り孤独と絶縁に耐え、それが彼女をアッラー[image: image14.emf]

に近づけると信じ、しかし実際は、彼女はアッラー[image: image15.emf]

を正しい方法で崇拝していませんでした。イスラームには修道院はなく、修道士も修道女もありません。イスラームでアッ=タクワーを欲する者は、この物質的世界の中で生きるべきで、しかし彼らの心は来世になければなりません。もしあなたがこの状態に達したのなら、あなたは本当にイスラームの美しさを味わうことでしょう。
預言者[image: image16.png]&)



がアッラー[image: image17.emf]

をどの様に崇拝しているか知るために、3人の者が彼の家に来ました。彼らは話を聞いた後言いました。「彼は預言者であられ、アッラーは彼を御許しになられています。それゆえ私達は、彼がするよりももっと多く崇拝しなければなりません。」一人目は、「私は毎晩徹夜で礼拝します。」と言いました。二人目は、「私は毎日継続して斎戒します。」と言いました。三人目は、「私は一生女性に触れません。」と言いました。預言者[image: image18.png]&)



がこれについて聞かれた時、彼は教友達[image: image19.png]


を集めて言われました。「あなた達の中で、私が最もアッラーを畏れ最も正しいです。それでも私は、夜間に礼拝もするし眠りもします。斎戒もするし、しない時もあります。そして私は女性と結婚しています。私の例に従わないものは誰でも、私達の仲間ではありません。」
ラマダーン中の人々は2種類あります。勝者と敗者です。勝者は謙遜して奮闘し、アッラー[image: image20.emf]

の御満悦のために期待の中で愛します。そしてラマダーンが来た時、アッラー[image: image21.emf]

への服従を進化させる時としてそれを最大限に利用し、彼ら自身の不従順と堕落を清めます。預言者ムハンマド[image: image22.png]&)



は言われました。「斎戒とは盾です。ラマダーンの月を完全な信仰と自己矯正に費やす者は、以前の罪が許されるでしょう。」これは、目と舌と手と秘部と全身で、完璧に斎戒をするように奮闘したために、アッラー[image: image23.emf]

によって愛された人々の事を指しています。
敗者は、彼らがラマダーンに入った時と同じ状態でラマダーンを去る人々です。彼らは、斎戒とは胃のみの断食であり、その他の体の部位では斎戒する必要がないと思っている人々です。彼らの目と耳は禁じられた物を楽しみ、彼らの舌は嘘を付き陰口を言い続けます。アッラー[image: image24.emf]

は、彼らが空腹に耐えたにも関わらず、その苦しみから恩恵を全く受けていないと、圧倒的事態章(アル･ガーシヤ)で、；3. 骨折り疲れ切って、；88:3と表現されています。預言者ムハンマド[image: image25.png]&)



は、「悪行と嘘を付くのを止めない者には、アッラーは飲食を断つ事を必要とされない。(すなわちアッラーは彼の斎戒を受け入れられない)」と言われました。（アル=ブハーリーによる伝承）
カアブ･イブン･ウジュラ[image: image26.png]


は伝えています。；預言者[image: image27.png]&)



は、「ミンバル(説教台)の側に寄りなさい。」と言われました。そこで私達はミンバルの側へ集まりました。ミンバルの最初の一段を登られた時、彼は「アーミーン」と言われました。二段目を登られた時、再び彼は「アーミーン」と言われました。三段目を登られた時も、彼は「アーミーン」と言われました。彼が下りて来られた時、私達は尋ねました。「アッラーの御使いよ、私は今日あなたからかつて聞いた事のない事を聞きました。」彼は言われました。「私が最初の一段を登った時、(大天使)ジブリールが私の前に現れこう言われました。『祝福されたラマダーンを迎えていながら、罪の許しも得ずにやり過ごしてしまった者に災いあれ。』これに対し、私は答えたのです。『アーミーン(その通り)』と。私が二段目を登った時、彼は言われました。『あなたの名が挙げられているのを聞きながら、あなたに対しアッラーの祝福を祈らない者に災いあれ。』私は、『アーミーン』答えました。私が三段目を登った時、彼は言われました。『自分が生きている間に両親か片親が年老いたのに、孝行を尽くす事が出来なかったため、ジャンナ(天国)に入る事を許されない者に災いあれ。』私は、『アーミーン』と言いました。」
このハディースの中の人々の心はとても頑なで、彼らはラマダーン中にアッラー[image: image28.emf]

に近づこうとさえ望みませんでした。もしあなたの崇拝がアッラー[image: image29.emf]

へ近付くものでなく、他人に尊敬されたいために崇拝行為をする事を外面的に見せている人々について言うならば、それはあなたをアッラー[image: image30.emf]

からもっと遠くへ引き離すものであると確信できるでしょう。大罪から遠ざからず悪い行いを続けている、斎戒の意味を誤解している人々は、彼らの斎戒が価値がない事に気が付くでしょう。なぜならアッラー[image: image31.emf]

は仰いました。
；32. 小さい誤ちは別として，大罪や破廉恥な行為を避ける者には，主の容赦は本当に広大である。かれは大地から創り出された時のあなたがたに就いて，また，あなたがたが母の胎内に潜んでいた時のあなたがたに就いて，最もよく知っておられる。だから，あなたがたは自分で清浄ぶってはならない。かれは主を畏れる者を最もよく知っておられる。；星章(アン･ナジュム)53:32
アッラーの御使い[image: image32.png]&)



は言われました。；「もしあなた方が、一日5回の礼拝の間に、金曜礼拝から金曜礼拝の間に、ラマダーンからラマダーンの間に、アッラーの道のために奮闘しているのならば、アッラーは大罪を除いて全てをお許し下さるでしょう。」アッラー[image: image33.emf]

がこの祝福された月の勝者と共に私達を集められ、アッ=タクワーの宝で私達を報奨して下さいますように。
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